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的
分
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色

薙

の

諸

相

吉

元

信

行

小
論

は
、
拙
稿

「
物
質
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析
-

色
慈

と
変
壊

」
(大
谷
学
報
62
1

三
、
二
四

三
六
頁
)
〈拙
稿
A
>
の
続
稿

で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
喩
伽
唯
識
学
派
で
は
、
色
緬
を
、
接
触
に

よ
る
悩
壊
と
心
に
多
様
性
を
起
さ
せ
る
こ
と
の
根
拠
と
し
て
特
徴
づ
け

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
、
同
学
派
の
論
書
で
あ
る

無
著
の

『
集
論
』
噛で
は
、
色
慈
を
、
四
大
種
と
所
造
色
と
い
う
二
点
か

ら
詳
細

に
分
析
し
て
い
る
。
そ
の
分
析
の
概
略
を
挙
げ
る
と
次
の
如
く

で
あ
る

(比
較
を
容
易
に
す
る
た
め
、
『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
分
析
と
同
様
の

(
1
)

方
式

に
整
理
し
て
示
す
)
。

五
根

眼

・
耳

・
鼻

・
舌

・
身

(2
)

五

境

色

《
25

種

》

青

・
黄

・
赤

・

白
・

長

・
短

・
方

・
円

・
細

(
r
d
u
l
 
p
h
r
a
 
m
o
.
 
s
u
k
s
m
a
)

・
粗

(
r
a
g
s
 
p
a
,
 
s
t
h
u
l
a
)

・
正

・
不

正

・

凸

・
凹

・
影

・
光

・
明

・
暗

・
雲

・
煙

・
塵

・
霧

・
適

色

(
ab
h
y
a
v
a
-

k

噴

空
)

・
表

色

(
v
i
j
n
a
p
t
i
)・
空

一
顕

色

(
n
a
b
h
a
s
-
e
k
a
-
v
a
r
n
a

天

空

声

《
11
種
》
有
執
受
な
大
種

・
無
執
受
な
大
種

・
両
方
の
大
種
を
因
と

し
た
声
、
可
意

・
不
可
意

・
そ
の
両
者
で
な
い
声
、
世
聞
に
是
認
さ

れ
た

(
l
o
k
a
-
p
r
a
s
i
d
d
h
a
)

・
完
成
者
に
導

か

れ
た

(
s
i
d
d
h
o
p
a
n
i
t
a

遍
計
所
執
な
る

(p
a
r
i
k
a
l
p
i
t
a
)

・
聖
言
に
関
す
る

(
a
r
y
a
-
v
y
a
v
-

ik
a
)・
非
聖
言
に
関
す
る

(
a
n
a
r
y
a
-
)

声
。

香

《
6
種
》
好

・
悪
香

・
等
香

・
倶
生

(
s
a
h
a
j
a
)・和
合

(
s
a
m
-

y
o
g
i
k
a
)

・
変
異

(p
a
r
i
n
a
m
i
k
a
)

香
。

に
が
み

味

《
12

種

》

苦

・
酢

・
辛

・
渋

(
淡
)
・
鍼

・
甘
味
、

可

意

・
不

可

意

・

そ

の
両

者

で
な

い
味
、

倶

生

・
和

合

・
変

異

味
。

所

触

《
26

種

》

四

大

種

(
地

・
水

・
火

・
風
)
、

滑

・
粗

・
軽

・
重

・
軟

(
m
r
d
u
t
v
a
)

・
緩

(
s
l
a
t
h
a
)

・
急

(
a
s
l
a
t
h
a
)

・
冷

・
飢

・
渇

・
満

腹

(
t
r
p
t
i
)・
強

力

(
b
a
l
a
)

・
弱

力

(
d
a
u
r
b
a
l
y
a
)

気

絶

(
m
u
r
c
h
a

悶
)
・
痒

(
k
a
n
d
u
)・
粘

(
p
o
i
c
c
h
a
l
a
)

・
患

(
a
t
u
r
a
病
)
・老

(
j
a
r
a
)

・

死

(m
a
r
a
n
a
)
・
疲

(
d
a
l
b
a
)

・
休

息

力

(v
is
r
a
m
o
-
b
a
l
a

・
元

気

(
u
r
-

j
a
)
。
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法
処

所
摂

色

(
d
h
a
r
m
a
y
a
t
a
n
a
-
r
u
p
a
)

《
5
種

》

極

略

色

(
a
b
h
i
d
a
n
k
s
e
-

p
ik
a
)・
極

遍

色

(
a
d

y
v
k
a
s
i
k
a
受

所

引

色

(
sa
m
a
d
n
ik
k
a無
表

色
)
・
遍

計
所

起

色

(
p
a
r
i
k
a
p
l
i
t
a
)

・
定

自

在

所

生

色
v
a

it
g
v
ik
a
)
。

以

上

の
項

目

の

う

ち

が

『
倶

舎

論

』

に

お

け

る

分

析

に
認

め

ら

れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
…

は

『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
正
統
派
の
考
え

で
は
な
い
が
異
説
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
、

は
、
『
倶
舎

論
』
に
お
け
る
用
語
と
は
異
る
が
、
同
じ
内
容
を
示
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
対
比
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
次
の
様
な
こ
と
が

明
ら
か
に
な
る
。

(
一
)

『
倶
舎
論
』
に
比
べ
て

『
集
論
』
の
方

に
、
全
般
的
に
、
項
目

の
増
加
が
認
め
ら
れ
る
。

(二)

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る

「
声
」
の
中
の

「
有
情
に
関
す
る
も
の
、

非
有
情
に
関
す
る
も
の
」
、
そ
し
て

「
香
」
の
中

の

「
不
平
等
香
」
以

外
の
す
べ
て
の
項
目
が

『集
論
』
に
お
い
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

日

「声
」
と

「香
」
の
中
で
、
『集
論
』
で
は
、
「
可
意

・
不
可
意
」

以
外
に

「
そ
の
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
、
そ
し
て
、
「声
」
の
み
に

「
有
執

受

・
無
執
受
」
以
外
に

「両
方
」
の
項
目
が
加
わ
る
。

四

『倶
舎
論
』
に
お
い
て
は
、
「
法
処
所
摂
色
」
は
無
表
色
の
こ
と

で
あ
る
が
、
『集
論
』
で
は
、
無
表
色

に
相
当
す

る

「受
所
引
色
」
以

外
に
更
に
四
種
の
色
が
加
わ
っ
て
い
る
。

国

「空

一
顕
色
」
と

「
有
執
受
無
執
受
両
方
の
大
種
を
因

と
す
る

声
」
を
色
に
加
え
る
説
が
説

一
切
有
部
内
に
も
あ

っ
た
こ
と
が

『
倶
舎

論
』
に
見
え
て
い
る

(A
K
.p
.9
7
)
。

以
上
の
如
き
両
論
所
説
の
相
違
点
を
検
討
し
、
更
に

『集
論
』
に
お

い
て
増
加
し
た
項
目
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
喩
伽
唯
識

学
派
に
お
け
る
物
質
論
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
訪

ろ
う
。

先
ず
、
両
論
に
お
け
る
こ
れ
ら
相
違
点
の
ほ
と
ん
ど
は
、
説

一
切
有

部
と
喩
伽
唯
識
学
派
の
存
在
論
の
相
違
に
起
因

し
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
説

一
切
有
部
で
は
、
拙
稿

A
に
挙

げ
た

『
倶
舎

論
』
に
お
け
る
項
目
す
べ
て
を
実
有
で
あ
る
と
考

え
た
。
そ
れ
に
対
し

て
、
喩
伽
唯
識
学
派
に
お
い
て
は
、
色
纏
の
中

で
実
有
で
あ
る
の
は
、

五
根
と
色

・
声

・
香

・
味
の
四
境
及
び
所
触
の

一
分
と
し
て
の
四
大
種

で
あ
り
、
そ
の
他

の
所
触
の

三
分
で
あ
る
滑

・
粗

な
ど
の
諸
法
や
法
処

(
3
)

所
摂
色
の
ほ
と
ん
ど
は
仮
有
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

説

一
切
有
部
に
お
い
て
、
仮
有

(
p
r
a
j
n
a
p
t
i
-
s
a
t
)

と
は
、
実
有

(d
r
a
-

v
y
a
-
s
a
t
)と
の
矛
盾
概
念
で
は
な
く
、
そ
れ
は
別
の
実
有
な
る
法
よ
り

(
4
)

な
る
も
の
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
仮
有

な
る
法
を
更
に
分
析

し
て
、
前
述
し
た
如
き
色
纏
の
分
析
を
完
成
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
、
喩
伽
唯
識
学
派
で
は
、
言
語
的
表
象

(
a
b
h
i
l
a
p
a

名

言
)
や
そ
れ
以
外

の
対
象
に
影
響
さ
れ
て
、
根
の
対
境
と
な
る
も

の
を

仮
有
で
あ
る
と
し
、
そ
う
で
な
い
も
の
を
実
有

で
あ
る
と
し
た
。
す
な

わ
ち
、
言
語
的
表
象
と
は
、
阿
頼
耶
識
と
し
て
薫
習
さ
れ
た
す
べ
て
の

現
象
が
現
行
す
る
た
め
の
直
接
の
因
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ

物
質
概
念
の
大
乗

ア
ビ
ダ

ル
マ
的
分
析

(
吉

元
)
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物
質
概
念
の
大
乗
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
分
析

(吉

元
)

っ
て
、
我

々
は
、
心
に
種

々
の
多
様
性
を
与
え
ら
れ
、
迷
い
と
し
て
の

人
間
存
在

に
関
わ
る
。
ま
た
、
瓶
に
対
し
て
は
そ
れ
以
外
の
色
等
に
影

響
さ
れ
て
、
仮
有
な
る
瓶
と
い
う
知
覚
が
生
ず
る
。
そ
の
よ
う
な
別
の

も
の
に
影
響
さ
れ
ず
、

そ
れ
自
ら
正
し
く
認
識
の
対
象
と
な
る
も
の
の

(5
)

み
が
実
有

で
あ
る
。

そ
う
す

る
と
、
唯
識
の
存
在
論
に
あ

っ
て
は
、
心
に
多
様
性
を
与
え

る
と
こ
ろ
の
仮
有
な
る
存
在
の
方
が
重
要
な
意
味
を
も

っ
て
く
る
。

そ

こ
で
、
色
纏
の
分
析
に
お
い
て
は
、
実
有

・
仮
有
に
は
関
係
な
く
、
迷

い
の
存
在

の
根
拠
と
な
る
認
識
の
対
象
と
し
て
、
重
要
な
項
目
を
あ
げ

た
た
め
、
上
述
の
様
な
項
目
の
増
加
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
説

一
切
有
部

の
存
在
論
が
、
実
在
の
原
理
追
究
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ

っ
た

の
に
対
し
て
、
喩
伽
唯
識
学
派
の
そ
れ
は
、
心
理
論
に
お
い

て
も
確
か
め
ち
れ
た
如
く
、
存
在
の
現
象
的
把
握
に
重
点
が
お
か
れ
た

(6
)

の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
を
具
体
的
に
確
か
め
る
た
め
、
紙
幅
の
許
さ
れ
る
範
囲

で
、
『集
論
』
に
お

い
て
分
析
さ
れ
た
主
要
な
項
目
に
つ
い
て
検
討

し

て
み
よ
う
9

炮
色

そ
の
も
の
以
外
に
随
伴
者
や
触
れ
ら
れ
る
べ
き
こ
と
の
な
い

場
所
で
あ

っ
て
、
眼
の
対
境
と
し
て
透
明
に
現
わ
れ
た
も
の
で
、
隣
阿

(7
)

伽
色
と
も
呼
ば
れ
る
。

こ
の
隣
阿
伽
色

(
a
g
h
a
-
s
a
m
a
n
t
a
k
a
-
r
u
p
a
)

に
つ
い
て
、
『倶
舎
論
』

で
は
、
空
界
す
な
わ
ち
空
隙

(
c
h
i
d
r
a
)

の
こ
と
で
あ
る

と
さ

れ
て

い

る
。
説

三
切
有
部
の
正
統
派
で
は
、

こ
の
色
は
明
と
暗
を
自
性
と
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
別
に
実
有
な
る
色
に
数
え
な

い
と
主
張
し
た
。
し
か

し
、
世
親
は
こ
の
説
に
賛
同
せ
ず
、

こ
の
色
は
、
他
の
色
に
障
擬
さ
れ

る
こ
と
の
な
い
虚
空

(ak
ss
a
)と
同
様
な
も
の
で
あ
る
と
理
解
し
て
い

る

(A
K
.
 
p
.
 
1
8
)
。

こ
れ
に
対
し
て
、
衆
賢
は
、

虚
空

は
能
樟

で
も
所

障
で
も
な
い
無
為
法

(色
で
は
な
い
)
と
し
て
の
実
有
な
る
法
で
あ
り
、

空
界
は
能
障
で
億
な
い
が
所
障
で
あ
る
明

・
暗
を
自
性
と
す
る
も
の
で

あ
る
か
ら
、
両
者
は
異

っ
た
法
で
あ
る
と
反
論

し
て
い
る

(大
正
29
・

三
四
七
b

c
)
。無
為
法
は
仮
有

で
あ
る
と
す
る
世
親
の
理
解
に
よ
る

と
、

こ
の
法
も
色
に
隣
接
す
る
空
間
と
い
う
点

で
色
の
範
疇
に
あ
り
な

が
ら
仮
有
な
る
法
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
考

え
方

は
、
『集
論
』

の
諸
註
釈
で
も
同
様
の
理
解
を
示
し
て
お
り
、
有
部
で
は
明

・
暗
に
含

め
て
別
に
立
て
な
い
こ
の
色
法
を
、
『
集
論
』
で
は
空
間

と
し

て
現
実

に
認
識
さ
れ
る
法
と
し
て
、
こ
こ
に
挙
げ
た
の
で
あ
る
。

表
色

屈
伸
な
ど
の
動
作
を
通
じ
て
心
相
を
表
わ
す
も
の

(『
雑
集
論

述
記
』
三
二
八
c
)
。説

一
切
有
部
で
は
こ
れ
を
身
表
業
と
し
て
、
色

の

中
の
形
色

(長
短
等
)
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
(
大
正
29
・
三
三
四
a
)
か

ら
、
実
有
な
る
法
と
し
て
立
て
る
こ
と
は
な
い
。

空
一
顕
色

空

の
上
に
青
い
色
が
見
え
る
か
ら
、
天
空
も
あ
る
種
の

顕
色
で
あ
る

(A
S
B
h
.
 
p
.
 
3
)
。

『倶
舎
論
』
で
は
、
こ
の
法
を
加
え

て
、

色
を
二
十

一
種
と
す
る
説

の
あ

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ

(A
K
.p
.5
)
、称

友
は
、
「
〔空
の
〕
遠
く
に
猫
の
目
石
色
の
壁
の
様
に
見
え
る
も
の
で
あ
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る
」
(A
K
y
 
p
.
 
25)
と
説
明
し
て
い
る
。
『
婆
沙
論
』
に
も
、
色

の
中

に
こ
の
色
や
身
表
業

(表
色
)
を
数
え
る
人
々
の
あ

っ
た
こ
と
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
が

(
大
正
27
・
六
四
a
)
、説

一
切
有
部
正
統
派
で
は
、

こ

の
色
は
、
あ
る
特
殊
な
空
界
で
あ
る
か
ら
明
暗
を
自
性
と
す
る
と
し
て

(大
正
29

二
三
二
四
a
)
、別
に
色
法
に
数
え
る
こ
と
を
し
な
い
。

有
執
受
無
執
受

の
両
方
の
大
種
を
因
と
す
る
声

執
受

(
u
p
a
t
t
a
)

と

は
感
覚
の
こ
と
で
、
手
で
鼓
を
打

っ
た
と
き
の
音
な
ど
を
い
う

(A
S
B
h
.

p
.
 
3
)
。

こ
の
説
は

『
倶
舎
論
』
に
お
い
て
も
紹
介
さ
れ
て
い
る

(A
K
.

p
.
 
6
)
が
、
説

一
切
有
部
で
は
、

三
つ
の
声
が
二
組
の
大
種
を
因

と
す

る
こ
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
衆
賢
は
、
こ
の
場
合
、
手
と
鼓
と
が
相
互
に

音
を
出
し
あ

っ
た
二

つ
の
音
を

一
緒
に
聞
い
て
い
る
と
理
解
す

る

(大

正
29
・
三
三
四
b
)

こ
の
他
、
日
常
生
活
や
仏
道
修
行
に
関
係
の
深
い
世
間
に
是
認
さ
れ

た
声
等
五
種
の
仮
有
な
る
声
が
加
わ
っ
て
い
る
。

『
倶
舎
論
』
に
お
け
る
不
等
香
が

『
集
論
』
で
は
倶
生
香
等
の
三
種

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

四
大
種
以
外
の
所
触
は
す
べ
て
仮
有
で
あ
り
、

そ
れ
は
大
種
の
種

々

な
る
分
位
に
よ
っ
て
仮
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

(A
S
B
h
 
p
.
 
4
,
 

大
正
30
.

五
九
七
a
)
と
し
て
、
人
生
あ
る
い
は
身
体
の
上
で
所
触

と
し
て
考

え

ら
れ
る
限
り
の
多
く
の
法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

法
処
所
摂
色
の
申
で
、
受
所
引
色

(無
表
色
)
以
外
に
、
意
根
に
よ
っ

て
分
析
さ
れ
た
障
擬
あ
る
物
質
的
極
限
の
極
微
で
あ
る
極
略
色
、
障
擬

の

な

い
空

間

的

極

限

の
極

微

で
あ

る

極

迫

色
、

心

に
妄

想

さ

れ

た

影

像

と

し

て

の
色

で
あ

る

遍

計

所

起

色
、

解

脱

や

静

慮

を
対

象

と
す

る

解

脱

静

慮

所

行

境

色

な

ど

が

あ

る
。

こ
れ

ら

は
す

べ

て
、

説

一
切
有

部

に
よ

れ

ば
、

五
根

・
五

境

に

お

け

る
色

の
中

の

ど
れ

か

に
摂

ま

る

は

ず

で
あ

る
。

し

か

し
、

喩

伽

唯

識

学

派

で

は
、

喩

伽

行

に
お

け

る
存

在

の
現

象

面

把
握

に
重

点

を

お

い
た

た

め
、

こ

の
様

な
仮

有

な

る

も

の
を

加

え

た

詳

細

な
色

纏

の
分

析

が

な

さ

れ

た

の

で
あ

ろ

う
。

1
 
A
s
t
.
 
5
3
a
2
-
5
4
a
4
,
 
A
S
c
h
.
 
6
6
3
c
,
 
A
S
p
.

『
倶
舎
論
』

に
お
け

る
分
析

は
、
拙
稿

A
、

二
五

二
六
頁
参
照
。

2
 

チ
ベ

ッ
ト
訳

一訂
l
h
a
m
 
p
a
 

は
v
r
t
t
a(球
)

の
訳

と
思

わ
れ
る
が
、

漢
訳

は

「
方
」
で
あ
り
、

ま
た
.フ
ト
ン
も
g
r
u
 
b
s
i
 

(
四
角
)

と
註
釈
し

て
い
る

(
BA
S
T
.
 
1
1
8
5
)
。

こ
の
矛
盾

に

つ
い
て
の
詳
細

な
検
討

が

桜
部
博
士

に

よ

っ
て
な
さ
れ
て
い
る

(
桜
部
建

『
仏
教
語

の
研
究
』
文
栄
堂

・
昭

50

・

七

八

八
五
頁
)
。

3

『
喩
伽
論
』

54

(
大

正
30

・
五
九
七
b
)
参
照
。

こ

こ

で
は
、

法
処
所

摂
色

(
堕
法
処
色
)

の
う
ち
、
「
有
威

徳
定
所
行

の
境
」

は
実
有

で
あ

る

と
さ
れ
る
が
、

こ
れ
は
、
『
集
論
』

に

お

け

る

「
定
自
在
所
生
色
」

に
関

連

し
よ
う
か
。

4
 
佐

々
木
現
順

『
仏
教

に
お
け

る

時
聞
論

の
研
究
』
(
清
水
弘
文
堂

・
昭

49
)

二

三
五

二

一
六
頁
、

拙

著

『
ア
ビ

ダ

ル

マ
思
想
』
(
法
蔵
館

・
昭

57
)

三
四
八
頁
参
照
。

5
 
c
f
.
 
A
S
t
.
 
6
5
a
,
 
A
S
c
h
.
 
6
6
7
a
,
 
A
S
B
h
.
 

2
0
.『
喩
伽
論
』
65

(
大

正

30

・
六
五
九

a
)
参
照
。

6
 
前
掲
拙
著

二
〇

六

二
〇
七
頁
参
照
。

7
 
A
S
B
h
.
 
p
.
 
3
,
 
B
A
S
T
.
 
1
1
9
4
,

『
述
記
』

三
二
八

a
。

※

略
号

は
前
掲
拙
著

に
お
け
る

「
原
典
資

料
略
付
号
」
参
照
。

(
大
谷
大
学
講

師
)

物
質
概
念
の
大
乗

ア
ビ
ダ

ル
マ
的
分
析

(
吉

元
)

-329-


